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第２章 現状と評価 

第２章 現状と評価 

１ 高齢者人口の現状と推計 

本町の平成 29 年の高齢化率は 34.0％と 3 割を超え、第７期計画期間最終年の平成 32

年には 34.9％となることが予測され、急速に高齢化が進んでいます。 

また、第 7 期計画期間の高齢者人口は、80 歳以上の高齢者が大きく増加します。 

平成 29 年の人口では、男女ともに 65～79 歳の人口が突出して多くなっており、この

年代が後期高齢者となる平成 37（2025）年以降を踏まえた取組が必要となります。 

平成 37 年には、高齢化率は 35.0％、後期高齢化率は 23.2％となることが見込まれま

す。 

［図］ 年齢 3 区分別人口・高齢化率の推移と推計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 27～29 年住民基本台帳人口・平成 30～37 年推計人口（9 月末） 

［図］ 高齢者人口（5 歳区分）の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27～29 年住民基本台帳人口・平成 30～37 年推計人口（9 月末） 

  

(人) 

3,213 3,141 3,068 3,039 2,997 2,939 2,898 2,818 2,769 2,716 2,673 

13,402 13,170 12,997 12,846 12,705 12,555 12,411 12,341 12,207 12,110 11,992 

8,088 8,199 8,285 8,300 8,300 
8,297 
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7,998 7,893 
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［図］ 人口ピラミッド（平成 29 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：住民基本台帳（平成 29 年 9 月末時点） 

 
本町の平成 29 年の高齢化率は 33.6％となっており、全国・広島県の値を上回り、急速

に高齢化が進展しています。 

 

[図] 高齢化率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 7～27 年国勢調査（10 月 1 日時点）・平成 29 年住民基本台帳（1 月 1 日時点） 
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第２章 現状と評価 

本町では、全国・広島県と比較し、高齢者人口に占める前期高齢者人口の割合が高くな

っています。 

 
[表] 前期・後期高齢者数 

区   分 熊野町 広島県 全国 

高齢者（65 歳以上）人口（人） 
8,211 

（100.0％） 
794,598 

（100.0％） 
34,272,983 
（100.0％） 

前期高齢者（65～74 歳）人口（人） 
（割合） 

4,503 
（54.8％） 

406,854 
（51.2％） 

17,504,640 
（51.1％） 

後期高齢者（75 歳以上）人口（人） 
（割合） 

3,708 
（45.2％） 

387,744 
（48.8％） 

16,768,343 
（48.9％） 

資料：住民基本台帳（平成 29 年 1 月 1 日） 

 

[図] 前期・後期高齢者割合 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（平成 29 年 1 月 1 日） 

 

２ 高齢者の就業状況 

本町の労働力人口は 11,375 人で、15 歳以上人口の 55.3％を占めています。そのう

ち 65 歳以上の高齢者の労働力人口は 1,853 人で高齢者人口の 23.5％を占めており、高

齢者の約 5 人に 1 人が就業している（または求職活動中）ことになります。高齢者の労働

力人口を性別でみると、男性が 1,164 人（高齢者労働力人口に占める男性割合 62.8％）、

女性が 689 人（高齢者労働力人口に占める女性割合 37.2％）となっています。 

 

[表] 高齢者の就業状況 

区 分 
15 歳以上 

人口（人） 

労働力人口（人） 
（15 歳以上人口に 

占める割合） 

高齢者の就業状況 

高齢者人口（人） 
労働力人口（人） 

（高齢者人口に占める割合） 

男 性 9,815 
6,376 

（65.0％） 
3,591 

1,164 
（32.4％） 

女 性 10,772 
4,999 

（46.4％） 
4,283 

689 
（16.1％） 

合 計 20,587 
11,375 

（55.3％） 
7,874 

1,853 
（23.5％） 

資料：国勢調査（平成 27 年） 

54.8 

51.2 

51.1 

45.2 

48.8 

48.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊野町

広島県

全国

前期高齢者（65～74歳） 後期高齢者（75歳以上）
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３ 高齢者のいる世帯の状況 

本町の高齢者のいる世帯数は、平成 27 年で 5,008 世帯となっており、総世帯数（9,424

世帯）の 53.1％を占めています。高齢者のいる世帯の中では、単身世帯が 24.7％、夫婦

のみの世帯が 40.6％を占めています。 

広島県と比較すると、夫婦のみの世帯の割合が高く、高齢者単身世帯、その他の高齢者

同居世帯の割合は低くなっています。 

[表] 高齢者のいる世帯の状況 

区 分 高齢者単身世帯 
高齢者のいる 

夫婦のみの世帯 
その他の 

高齢者同居世帯 
計 

熊野町 
世帯数（世帯） 

（割合） 
1,237 

（24.7％） 
2,035 

（40.6％） 
1,736 

（34.7％） 
5,008 

（100.0％） 

広島県 
世帯数（世帯） 

（割合） 
144,014 

（28.9％） 
164,113 

（33.0％） 
189,280 

（38.1％） 
497,407 

（100.0％） 

資料：国勢調査（平成 27 年） 

 

４ 高齢者世帯の住居の状況 

本町の 65 歳以上の親族のいる世帯のうち、約 9 割が「持ち家」となっています。「持ち

家」以外では、「公営・公団・公社の借家等」が 6.5％となっています。 

広島県の 65 歳以上の親族のいる世帯と比較すると、「持ち家」「公営・公団・公社の借

家等」の割合が高く、「民間借家」の割合が低くなっています。 

 

[表] 住居の状況 

区 分 

熊野町 
全  世  帯 

熊野町 
65 歳以上親族の 

いる世帯 

広島県 
65 歳以上親族の 

いる世帯 

世帯数 割合 世帯数 割合 世帯数 割合 

全 体 9,424 100.0％ 5,008 100.0％ 497,407 100.0％ 

住
宅
に
住
む
一
般
世
帯 

主 
 

世 
 

帯 

持  ち  家 7,588 80.5％ 4,492 89.7％ 412,953 83.0％ 

公営・公団・公社の借家等 564 6.0％ 324 6.5％ 20,971 4.2％ 

民 間 借 家 1,052 11.1％ 152 3.0％ 57,742 11.6％ 

給 与 住 宅 35 0.4％ 3 0.1％ 1,254 0.3％ 

間  借  り 83 0.9％ 23 0.4％ 2,618 0.5％ 

住宅以外※に住む一般世帯 102 1.1％ 14 0.3％ 1,869 0.4％ 

資料：国勢調査（平成 27 年） 

※住宅以外－寄宿舎・寮など生計を共にしない建物や、病院・学校・旅館・会社・工場・事務所などの居住用でない建物 
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第２章 現状と評価 

５ 介護保険事業等の取組状況 

（１）要支援・要介護認定者数の推移 
本町の要支援・要介護認定者数は年々増加傾向にありましたが、平成 27 年から平成

28 年にかけては横ばいとなり、平成 29 年に再び増加しています。 

認定率については、平成 25 年以降、横ばい状態となっています。 

今後は、後期高齢者が増加することから、要支援・要介護認定者、認知症高齢者も増

加すると見込まれます。 

[表] 要支援・要介護認定者数の推移 

区  分 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 

第 1 号被保険者（人） 911 1,017 1,044 1,098 1,093 1,109 

65～74 歳（人） 134 144 147 146 137 130 

75 歳以上（人） 777 873 897 952 956 979 

第 2 号被保険者（人） 27 22 23 23 23 18 

計（人） 938 1,039 1,067 1,121 1,116 1,127 

認定率（第 1 号） 12.7％ 13.5％ 13.3％ 13.6％ 13.3％ 13.4％ 

資料：介護保険事業状況報告（各年 9 月末） 

 

[図] 認定者数・認定率（第 1号被保険者）の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：介護保険事業状況報告（各年 9 月末） 
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[図] 要介護度別認定者数の推移・推計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 24～29 年介護保険事業状況報告（各年 9 月末）・平成 30～32・37 年推計値 

 

[表] 認知症高齢者の推移・推計 

（要介護認定者のうち認知症高齢者の日常生活自立度 Ⅱa 以上） 

 
高齢者数 

要介護 
認定者数 

 

 
高齢者に 

占める割合 

平成 29（2017）年 
9 月末 

8,285 人 1,127 人 716 人 8.6% 

平成 30（2018）年 8,300 人 1,190 人 759 人 9.1% 

平成 31（2019）年 8,300 人 1,249 人 797 人 9.6% 

平成 32（2020）年 8,297 人 1,325 人 842 人 10.1% 

平成 37（2025）年 7,893 人 1,613 人 1,029 人 13.0% 

資料：平成 29 年実績・平成 30～32・37 年推計値 

  

実績 推計 

認知症 
高齢者数 
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第２章 現状と評価 

（２）人口・要介護認定者数等の実績 
第 1 号被保険者数は計画値を上回っていますが、要介護認定者数は計画値を下回って

います。 

 

[表] 人口・要介護認定者数等の実績と第６期計画値との比較 

区  分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

総人口 

計画値（Ａ）人 24,496 24,268 24,026 

実 績（Ｂ）人 24,703 24,510 24,350  

対計画比(B/A) 100.8% 101.0% 101.3% 

第 1 号被保険者数① 

計画値（Ａ）人 8,043 8,179 8,256 

実 績（Ｂ）人 8,071  8,183  8,276  

対計画比(B/A) 100.3% 100.0% 100.2% 

要介護認定者数 
（第 2 号を含む）② 

計画値（Ａ）人 1,162 1,266 1,368 

実 績（Ｂ）人 1,121  1,116 1,127 

対計画比(B/A) 96.5% 88.2% 82.4% 

認定率 ②/① 
計画値（Ａ） 14.4% 15.5% 16.6% 

実 績（Ｂ） 13.9% 13.6% 13.6% 

＊各年度 9 月末現在 
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（３）居宅介護サービスの利用実績 
ほとんどのサービスにおいて、実績値が計画値を下回っていますが、平成 27 年度の

サービスの利用実績では、居宅療養管理指導、福祉用具貸与、住宅改修において、計画

値を上回っています。 

また、給付費においては、福祉用具購入、福祉用具貸与、住宅改修の実績値が計画値を上

回っています。 

[表] 居宅介護サービスの利用実績と第６期計画値との比較 

区   分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

訪問介護 

計画値（A）人/年 2,218 2,273 2,199 

実 績（B）人/年 2,099 1,914 1,536 

対計画比（B/A） 94.6% 84.2% 69.8% 

訪問入浴介護 

計画値（A）人/年 196 298 361 

実 績（B）人/年 123 88 72 

対計画比（B/A） 62.8% 29.5% 19.9% 

訪問看護 

計画値（A）人/年 953 1,466 1,867 

実 績（B）人/年 892 987 1,128 

対計画比（B/A） 93.6% 67.3% 60.4% 

訪問リハビリテーション 

計画値（A）人/年 96 148 203 

実 績（B）人/年 80 126 120 

対計画比（B/A） 83.3% 85.1% 59.1% 

居宅療養管理指導 

計画値（A）人/年 1,421 1,997 2,545 

実 績（B）人/年 1,619 1,575 1,956 

対計画比（B/A） 113.9% 78.9% 76.9% 

通所介護 

計画値（A）人/年 3,513 3,508 3,414 

実 績（B）人/年 3,503 2,980 2,580 

対計画比（B/A） 99.7% 84.9% 75.6% 

通所リハビリテーション 

計画値（A）人/年 2,624 3,078 3,866 

実 績（B）人/年 2,127 2,149 2,124 

対計画比（B/A） 81.1% 69.8% 54.9% 

短期入所生活介護 

計画値（A）人/年 797 961 1,079 

実 績（B）人/年 721 637 696 

対計画比（B/A） 90.5% 66.3% 64.5% 

短期入所療養介護 
（老人保健施設） 

計画値（A）人/年 497 594 735 

実 績（B）人/年 438 358 312 

対計画比（B/A） 88.1% 60.3% 42.4% 

福祉用具貸与 

計画値（A）人/年 3,458 3,859 4,324 

実 績（B）人/年 3,634 3,852 4,380 

対計画比（B/A） 105.1% 99.8% 101.3% 

福祉用具購入 

計画値（A）人/年 112 166 218 

実 績（B）人/年 113 103 96 

対計画比（B/A） 100.9% 62.0% 44.0% 

住宅改修 

計画値（A）人/年 123 176 202 

実 績（B）人/年 143 121 132 

対計画比（B/A） 116.3% 68.8% 65.3% 

特定施設入居者生活介護 

計画値（A）人/年 360 540 600 

実 績（B）人/年 275 351 408 

対計画比（B/A） 76.4% 65.0% 68.0% 

居宅介護支援 
（サービス計画費） 

計画値（A）人/年 7,844 8,127 8,270 

実 績（B）人/年 7,101 6,954 6,684 

対計画比（B/A） 90.5% 85.6% 80.8% 

＊平成 29 年度は見込値  
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第２章 現状と評価 

[表] 居宅介護サービス給付費の実績と第６期計画値との比較 

区   分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

訪問介護 

計画値（A）円/年 90,357,304 113,708,991 134,201,176 

実 績（B）円/年 68,380,103 66,726,397 59,816,220 

対計画比（B/A） 75.7% 58.7% 44.6% 

訪問入浴介護 

計画値（A）円/年 12,623,774 21,884,997 28,428,788 

実 績（B）円/年 6,026,627 3,834,460 4,108,884 

対計画比（B/A） 47.7% 17.5% 14.5% 

訪問看護 

計画値（A）円/年 47,627,299 78,159,339 107,126,946 

実 績（B）円/年 35,167,315 38,321,558 48,196,452 

対計画比（B/A） 73.8% 49.0% 45.0% 

訪問リハビリテーション 

計画値（A）円/年 2,590,696 3,969,922 5,482,494 

実 績（B）円/年 2,058,120 2,770,128 2,973,144 

対計画比（B/A） 79.4% 69.8% 54.2% 

居宅療養管理指導 

計画値（A）円/年 20,242,208 28,148,787 35,843,612 

実 績（B）円/年 15,382,648 14,833,560 18,238,284 

対計画比（B/A） 76.0％ 52.7% 50.9% 

通所介護 

計画値（A）円/年 241,093,793 276,237,615 295,668,891 

実 績（B）円/年 223,195,071 191,228,032 185,769,180 

対計画比（B/A） 92.6% 69.2% 62.8% 

通所リハビリテーション 

計画値（A）円/年 189,832,929 228,416,653 287,753,395 

実 績（B）円/年 157,652,138 153,627,900 154,354,752 

対計画比（B/A） 83.0% 67.3% 53.6% 

短期入所生活介護 

計画値（A）円/年 68,250,421 93,264,329 109,301,577 

実 績（B）円/年 53,927,709 49,580,526 52,788,864 

対計画比（B/A） 79.0% 53.2% 48.3% 

短期入所療養介護 

（老人保健施設） 

計画値（A）円/年 36,217,842 44,142,088 57,624,466 

実 績（B）円/年 32,384,578 27,434,111 27,722,184 

対計画比（B/A） 89.4% 62.1% 48.1% 

福祉用具貸与 

計画値（A）円/年 41,937,153 46,900,601 52,261,799 

実 績（B）円/年 42,417,807 46,700,708 54,551,664 

対計画比（B/A） 101.1% 99.6% 104.4% 

福祉用具購入 

計画値（A）円/年 2,547,157 3,802,707 5,009,229 

実 績（B）円/年 3,031,977 2,889,158 2,930,604 

対計画比（B/A） 119.0% 76.0% 58.5% 

住宅改修 

計画値（A）円/年 10,028,302 14,319,478 16,428,927 

実 績（B）円/年 11,378,277 11,352,951 12,587,196 

対計画比（B/A） 113.5% 79.3% 76.6% 

特定施設入居者生活介護 

計画値（A）円/年 64,410,795 96,459,923 107,086,922 

実 績（B）円/年 45,586,814 58,189,098 68,475,696 

対計画比（B/A） 70.8% 60.3% 63.9% 

居宅介護支援 

（サービス計画費） 

計画値（A）円/年 80,600,929 84,853,615 88,987,186 

実 績（B）円/年 76,246,482 79,532,220 82,684,296 

対計画比（B/A） 94.6% 93.7% 92.9% 

居宅介護サービス給付費計 

計画値（A）円/年 908,360,602 1,134,269,045 1,331,205,408 

実 績（B）円/年 772,835,666 747,020,807 775,197,420 

対計画比（B/A） 85.1% 65.9％ 58.2% 

＊平成 29 年度は見込値 
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（４）地域密着型サービスの利用実績 
定期巡回・随時対応型訪問介護看護、認知症対応型通所介護、看護小規模多機能型居

宅介護は提供できていない状況です。 

平成 28 年度より、通所介護から定員 18 人以下の小規模事業所が地域密着型通所介

護へ移行しています。 

 

[表] 地域密着型サービスの利用実績と第６期計画値との比較 

区   分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

定期巡回・随時対応型 

訪問介護看護 

計画値（A）人/年 0 0 0 

実 績（B）人/年 0 0 0 

対計画比（B/A） - - - 

認知症対応型通所介護 

計画値（A）人/年 0 0 0 

実 績（B）人/年 0 0 0 

対計画比（B/A） - - - 

地域密着型介護老人福祉

施設 

計画値（A）人/年 0 0 0 

実 績（B）人/年 12 9 0 

対計画比（B/A） - - - 

地域密着型通所介護 

計画値（A）人/年 - 60 72 

実 績（B）人/年 - 266 336 

対計画比（B/A） - 443.3% 466.7% 

小規模多機能型居宅介護 

計画値（A）人/年 626 697 816 

実 績（B）人/年 532 488 456 

対計画比（B/A） 85.0% 70.0% 55.9% 

看護小規模多機能型居宅
介護 

計画値（A）人/年 0 0 0 

実 績（B）人/年 0 0 0 

対計画比（B/A） - - - 

認知症対応型共同生活 

介護 

計画値（A）人/年 456 458 458 

実 績（B）人/年 408 434 444 

対計画比（B/A） 89.5% 94.8% 96.9% 

＊平成 29 年度は見込値 
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第２章 現状と評価 

[表] 地域密着型サービス給付費の実績と第６期計画値との比較 

区   分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

定期巡回・随時対応型 

訪問介護看護 

計画値(A)円/年 0 0 0 

実 績（B）円/年 0 0 0 

対計画比（B/A） - - - 

認知症対応型通所介護 

計画値(A)円/年 0 0 0 

実 績（B）円/年 0 0 0 

対計画比（B/A） - - - 

地域密着型介護老人福祉

施設 

計画値(A)円/年 0 0 0 

実 績（B）円/年 3,715,118 2,574,857 0 

対計画比（B/A） - - - 

地域密着型通所介護 

計画値(A)円/年 - 5,262,813 6,034,059 

実 績（B）円/年 - 29,471,362 34,395,276 

対計画比（B/A） - 560.0% 570.0% 

小規模多機能型居宅介護 

計画値(A)円/年 107,556,405 119,963,235 142,533,951 

実 績（B）円/年 92,302,135 84,411,220 80,790,756 

対計画比（B/A） 85.8% 70.4% 56.7% 

認知症対応型共同生活 

介護 

計画値(A)円/年 110,864,782 110,993,657 110,993,657 

実 績（B）円/年 93,454,491 101,797,487 108,497,244 

対計画比（B/A） 84.3% 91.7% 97.8% 

地域密着型サービス 
給付費計 

計画値(A)円/年 218,421,187 236,219,705 259,561,667 

実 績（B）円/年 189,471,744 218,254,926 223,683,276 

対計画比（B/A） 86.7% 92.4% 86.2% 

＊平成 29 年度は見込値 
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（５）施設サービスの利用実績 
介護老人福祉施設は、利用実績、給付費ともに計画値を上回っています。 

介護老人保健施設は平成 27 年度の利用実績が計画値を上回りましたが、平成 28 年

度は下回り、給付費はいずれの年度も計画値を下回っています。 

介護療養型医療施設は、利用実績、給付費ともに平成 27 年度は計画値を下回り、平

成 28 年度は上回っています。 

 
[表] 施設サービスの利用実績と第６期計画値との比較 

区   分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

介護老人福祉施設 

計画値（A）人/年 1,068 1,092 1,116 

実 績（B）人/年 1,145 1,179 1,192 

対計画比（B/A） 107.2% 108.0% 106.8% 

介護老人保健施設 

計画値（A）人/年 1,578 1,662 1,746 

実 績（B）人/年 1,666 1,401 1,440 

対計画比（B/A） 105.6% 84.3% 82.5% 

介護療養型医療施設 

計画値（A）人/年 281 281 281 

実 績（B）人/年 266 305 276 

対計画比（B/A） 94.7% 108.5% 98.2% 

＊平成 29 年度は見込値 

 

[表] 施設サービス給付費の実績と第６期計画値との比較 

区   分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

介護老人福祉施設 

計画値（A）円/年 259,674,391 266,104,061 273,035,386 

実 績（B）円/年 274,279,234 282,149,038 287,270,028 

対計画比（B/A） 105.6% 106.0% 105.2% 

介護老人保健施設 

計画値（A）円/年 409,928,410 430,852,953 452,846,080 

実 績（B）円/年 408,889,826 356,920,411 375,692,004 

対計画比（B/A） 99.7% 82.8% 83.0% 

介護療養型医療施設 

計画値（A）円/年 98,287,421 98,097,543 98,097,543 

実 績（B）円/年 92,719,292 101,095,683 95,047,308 

対計画比（B/A） 94.3% 103.1% 96.9% 

施設サービス給付費計 

計画値（A）円/年 767,890,222 795,054,557 823,979,009 

実 績（B）円/年 775,888,352 740,165,132 758,009,340 

対計画比（B/A） 101.0% 93.1% 92.0% 

＊平成 29 年度は見込値 
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（６）標準給付費実績 
標準給付費の実績は計画値を下回っています。 

[表] 標準給付費の実績と第６期計画値との比較 

区   分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

総給付費 

計画値（A）円/年 1,884,745,000 2,147,594,000 2,394,015,000 

実 績（B）円/年 1,742,094,293 1,710,376,232 1,756,890,036 

対計画比（B/A） 92.1% 78.6% 73.4% 

特定入所者介護 
サービス費等 

計画値（A）円/年 81,883,000 78,750,000 83,082,000 

実 績（B）円/年 81,578,960 69,838,200 65,604,492 

対計画比（B/A） 99.6% 88.7% 79.0% 

高額介護サービス費 

計画値（A）円/年 31,531,000 33,108,000 34,764,000 

実 績（B）円/年 33,419,704 32,880,211 32,187,360 

対計画比（B/A） 106.0% 99.3% 92.6% 

審査支払手数料 

計画値（A）円/年 1,429,000 1,544,000 1,667,000 

実 績（B）円/年 1,325,250 1,297,650 1,305,000 

対計画比（B/A） 92.7% 84.0% 78.3% 

標準給付費 

計画値（A）円/年 1,999,588,000 2,260,996,000 2,513,528,000 

実 績（B）円/年 1,858,418,207 1,814,392,293 1,855,986,888 

対計画比（B/A） 92.9% 82.2% 73.8% 

＊1 平成 29 年度は見込値 

＊2 総給付費＝居宅介護サービス給付費＋地域密着型サービス給付費＋施設サービス給付費 
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（７）その他の実績 

① 地域包括支援センターブランチの相談対応 

地域包括支援センターのブランチ（地域の相談窓口）として、熊野町東部相談支援

センターと熊野町西部相談支援センターを位置付け、相談対応を行いました。 

[表] 相談の対応状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

相談件数 706 件 592 件 396 件 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 

 
② 緊急通報システム事業 

65 歳以上の虚弱な状態や介護を必要とする高齢者で、ひとり暮らし世帯、高齢者

のみの世帯等に対し、緊急通報用の装置を設置しました。 

[表] 緊急通報システム事業の実施状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

利用者数 79 人 82 人 83 人 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 

 
③ 養護老人ホーム 

環境上の理由や経済的な理由により自宅で生活することが困難な高齢者に対し、養

護老人ホームへの措置を行いました。 

[表] 養護老人ホームの入所状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

入所者数 10 人 9 人 12 人 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 

 
④ 家族用品支給事業 

町民税非課税世帯で、要介護 4 または 5 の高齢者を在宅で介護している家族に対し、

紙オムツなどの介護用品の引換券を交付しました。 

[表] 家族用品支給事業の実施状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

支給人数 8 人 7 人 7 人 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 
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第２章 現状と評価 

⑤ おでかけ号 

高齢者や障害者などの交通弱者が日常生活における通院、買い物、社会参加のため

の移動支援として、生活福祉交通“おでかけ号”を運行しました。 

[表] おでかけ号の利用状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

延べ利用者数 7,558 人 7,548 人 5,659 人 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 

 

⑥ 権利擁護（成年後見制度等） 

社会福祉協議会等と連携し、成年後制度等の利用を支援しました。 

[表] 権利擁護（成年後見制度等）に関する相談状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

実件数 24 件 38 件 35 件 

延べ相談件数 107 件 125 件 135 件 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 

 
⑦ 高齢者虐待相談 

地域包括支援センターを高齢者虐待相談窓口とし、本人、介護者、介護事業者等の

相談に対応しました。 

[表] 高齢者虐待に関する相談状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

実件数 28 件 18 件 22 件 

延べ相談件数 94 件 114 件 130 件 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 

 
⑧ 福祉サービス利用援助事業（かけはし） 

社会福祉協議会等と連携し、福祉サービス利用援助事業（かけはし）の利用を支援

しました。 

[表] 福祉サービス利用援助事業（かけはし）の利用状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

契約件数 23 件 33 件 33 件 

3 月末時点（平成 29 年度は 12 月末時点） 
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６ 高齢者の暮らしについてのアンケート調査の結果 

（１）健康づくりと介護予防 
・健康であると感じている人の割合は、全体で 73.9％、一般高齢者で 75.7％、要支援

１・２高齢者で 27.3％、健康でないと感じている人の割合は、全体で 24.5％、一般

高齢者で 22.8％、要支援１・２高齢者で 72.7％となっています。 

・現在治療中、後遺症のある病気について、「高血圧」が最も高く、続いて「目の病気」、

「高脂血症（脂質異常）」、「糖尿病」が高くなっています。 

・介護予防について関心がある人の割合は、全体で 69.4％、一般高齢者で 69.9％、要

支援１・２高齢者で 60.6％となっています。 

・自分らしい生活を続けるために知りたいこと、やってみたいことは、いずれの高齢者

も「転倒予防や体力、筋力向上のための運動など、からだの機能に関すること」が最

も高く、続いて「健康的に過ごすための食事に関すること」、「認知症に関すること」

が上位となっています。 

 
[図] 健康だと思うか 
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11.0 

0.0 

63.4 

64.7 

27.3 

20.4 

19.5 

51.5 

4.1 

3.3 

21.2 

1.6 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

一般高齢者(n=985)

要支援１・２高齢者(n=33)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答



 

25 

第２章 現状と評価 

42.1 

23.9 

17.3 

16.6 

11.9 

10.5 

8.4 

7.6 

5.9 

5.8 

5.1 

4.8 

2.6 

1.5 

1.0 

0.7 

0.1 

12.7 

5.9 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高血圧

目の病気

高脂血症（脂質異常）

糖尿病

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

心臓病

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

耳の病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

がん（悪性新生物）

外傷（転倒・骨折等）

うつ病

血液・免疫の病気

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

ない

その他

無回答

n=1,051

[図] 治療中・後遺症のある病気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図] 介護予防への関心度 
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全体(n=1,051)

一般高齢者(n=985)

要支援１・２高齢者(n=33)

とても関心がある どちらかというと関心がある どちらかというと関心がない

まったく関心がない わからない 無回答
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44.9 

34.4 

28.2 

14.7 

9.2 

4.2 

0.8 

15.6 

4.6 

45.3 

34.7 

29.2 

14.5 

9.0 

4.1 

0.7 

15.4 

4.4 

51.5 

27.3 

6.1 

21.2 

18.2 

6.1 

3.0 

18.2 

3.0 

0% 20% 40% 60%

転倒予防や体力、筋力向上のための運動など、

からだの機能に関すること

健康的に過ごすための食事に関すること

認知症に関すること

高齢期に起こりやすいこころの病気に関すること

いつまでもおいしく食べたり飲んだりするための

お口の機能に関すること

１日中家から出ることのない閉じこもりの予防に

関すること

その他

特にない

無回答

全体(n=1,051)

一般高齢者(n=985)

要支援１・２高齢者(n=33)

85.9 6.4 4.5 3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む ）

無回答

[図] 自分らしい生活を続けるために知りたいこと、やってみたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）介護 
・現在、何らかの介護を受けている人の割合は、4.5％となっています。 

・介護が必要となった要因として「高齢による衰弱」、「脳卒中(脳出血・脳梗塞等)」、「心

臓病」が上位となっています。 

・主な介護者は「配偶者（夫・妻）」が最も高く、続いて「娘」、「息子」が高くなってい

ます。 

・介護をしていて困ったこと、困っていることは「心身の負担が大きい」が最も高く、

続いて「自分の時間が持てない」、「外出ができない」が上位となっています。 

[図] 普段の生活で介護・介助が必要か 
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21.1 

18.4 

14.9 

13.2 

13.2 

11.4 

10.5 

9.6 

7.0 

5.3 

4.4 

3.5 

1.8 

13.2 

0.0 

8.8 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

高齢による衰弱

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

糖尿病

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等)

骨折・転倒

関節の病気（リウマチ等）

視覚・聴覚障がい

腎疾患（透析）

脊椎損傷

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

その他

不明

無回答

n=114

44.7 

25.5 

17.0 

6.4 

4.3 

4.3 

2.1 

10.6 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者（夫・妻）

娘

息子

介護サービスのヘルパー

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

その他

無回答

n=47

[図] 介護・介助が必要となった要因（介護・介助が必要な人のうち） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[図] 主な介護者・介助者（介護・介助が必要な人のうち） 
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65.8 

39.0 

35.9 

24.5 

17.8 

10.7 

10.5 

4.8 

2.4 

11.2 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

心身の負担が大きい

自分の時間が持てない

外出ができない

介護にお金がかかる

仕事が制限される

介護保険のサービスのことがよくわからない

介護の方法がわからない

相談できる人や窓口がない

その他

特に困っていることはない

無回答

n=421

[図] 介護をしていて困ったこと、困っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）外出 
・外出を控えている人の割合は、全体で 18.9％、一般高齢者で 16.7％、要支援１・２

高齢者で 54.5％となっており、控えている理由としては、「足腰などの痛み」が最も

高く、続いて「病気」、「トイレの心配（失禁など）」、「交通手段がない」が上位となっ

ています。 

[図] 外出を控えているか 

 
 
 
 
 
 
  

18.9 

16.7 

54.5 

76.9 

79.1 

45.5 

4.2 

4.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

一般高齢者(n=985)

要支援１・２高齢者(n=33)

はい いいえ 無回答
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48.2 

19.1 

18.6 

18.6 

17.1 

12.6 

6.5 

5.5 

4.5 

11.1 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

足腰などの痛み

病気

トイレの心配（失禁など）

交通手段がない

外での楽しみがない

経済的に出られない

目の障がい

耳の障がい（聞こえの問題など）

障がい（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答

n=199

69.3 19.9 9.8 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

[図] 外出を控えている理由（外出を控えている人のうち） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）日常生活 
・食事を誰かとする機会が毎日ある人の割合は 56.6％となっており、自分で食事の用

意をしている人の割合は 69.3％となっています。 

・趣味がある人の割合は、67.4％となっています。 

・生きがいがある人の割合は、52.0％となっています。 

[図] 食事を誰かとする機会の有無 

 

 

 

 

 

[図] 自分で食事の用意をしているか 

 

 

 

  

56.6 6.5 16.7 10.9 6.8 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある

年に何度かある ほとんどない 無回答
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52.0 40.5 7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

生きがいあり 思いつかない 無回答

[図] 趣味の有無 

 

 

 

 

[図] 生きがいの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.4 27.9 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

趣味あり 思いつかない 無回答
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（５）地域活動・社会参加 
・グループ活動等への参加について、参加している人の割合は「スポーツ関係のグルー

プやクラブ」、「趣味関係のグループ」、「自治会」で高くなっています。 

・地域づくりの活動への参加者としての参加意向がある人は 54.1％、企画者として参

加意向がある人は 24.2％となっています。 

・今後参加してみたい活動は、「健康スポーツ活動」が最も高く、続いて「知識・教養を

高めるための学習活動や趣味の活動」、「環境美化活動」、「地域活動」が上位となって

います。 

[図] グループ活動等への参加状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[図] 地域づくりの活動への参加者としての参加意向 

 

 

 

 

 

[図] 地域づくりの活動への企画者としての参加意向 

 

 

 

  

0.7 

4.6 

2.2 

0.3 

0.8 

0.0 

2.2 

10.0 

5.6 

0.9 

1.0 

0.8 

2.7 

7.0 

8.6 

2.0 

2.5 

1.1 

8.0 

2.9 

12.7 

5.8 

2.6 

6.0 

5.0 

2.4 

5.2 

4.0 

5.9 

20.4 

73.2 

65.0 

58.2 

77.4 

78.7 

65.1 

8.2 

8.1 

7.5 

9.6 

8.5 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

老人クラブ

自治会

n=1,051

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回

年に数回 参加していない 無回答

8.1 46.0 41.6 4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

是非、参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

1.9 22.3 71.0 4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

是非、参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答
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31.1 

17.4 

15.7 

13.4 

6.5 

4.3 

3.7 

1.4 

3.5 

34.0 

10.7 

0% 10% 20% 30% 40%

健康スポーツ活動（ウォーキング、体操、

グラウンドゴルフ、ゲートボールなど）

知識・教養を高めるための学習活動や趣味の活動

（俳句、陶芸、パソコンなど）

環境美化活動（園芸、野菜づくり、緑化促進、

廃品回収など）

地域活動（自治会、地域行事や町のイベント・講習会

への参加など）

福祉・ボランティア活動（地域の高齢者・児童の

見守りなど）

安全運動（交通安全、防犯、防災など）

世代間交流活動（高齢者と青少年・児童・幼児との

交流など）

教育・文化活動（子ども会活動・郷土芸能の伝承など）

その他

参加したい活動はない

無回答

n=1,051

[図] 今後参加してみたい地域づくりの活動 
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58.0 

39.7 

28.9 

22.5 

13.8 

13.1 

1.4 

4.7 

1.9 

0% 20% 40% 60%

配偶者

友人

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣の人

同居の子ども

その他

そのような人はいない

無回答

n=1,051

（６）相談 
・地域包括支援センター（おとしより相談センター）を知っている人の割合は、29.1％

となっています。 

・心配事や愚痴を聞いてくれる人は、「配偶者」が最も高く、続いて「友人」、「別居の子

ども」となっています。また、「いない」人は 4.7％となっています。 

・家族、友人以外の相談相手としては、「医師・歯科医師・看護師」が最も高く、続いて

「地域包括支援センター・役場」、「社会福祉協議会・民生委員」が上位となっていま

すが、「いない」人は 43.2％となっています。 

[図] 地域包括支援センター（おとしより相談センター）の認知度 

 
 

 

 

[図] 心配事や愚痴を聞いてくれる人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.1 65.9 5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

知っている 知らない 無回答
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23.1 

14.7 

13.4 

4.7 

2.9 

5.4 

43.2 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役場

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

自治会・老人クラブ

その他

そのような人はいない

無回答

n=1,051

[表] 心配事や愚痴を聞いてくれる人（性・年齢別）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図] 家族、友人以外の相談相手（相談窓口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 配偶者 友人 別居の子

ども

兄弟姉

妹・親戚・

親・孫

近隣の人 同居の子

ども

その他

男性　65～74歳 260 77.7% 31.5% 17.3% 16.2% 6.9% 8.8% 1.9% 

　　　　75歳以上 206 66.5% 18.0% 21.4% 15.0% 8.3% 7.3% 1.5% 

女性　65～74歳 346 54.3% 55.8% 38.7% 28.0% 19.9% 18.2% 0.9% 

　　　　75歳以上 224 33.9% 43.8% 35.3% 28.6% 17.9% 16.5% 1.3% 

回答数 そのよう
な人はい

ない

無回答

男性　65～74歳 260 5.8% 1.5% 

　　　　75歳以上 206 8.7% 1.9% 

女性　65～74歳 346 2.6% 0.9% 

　　　　75歳以上 224 3.1% 2.7% 
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20.8 59.1 16.5 
1.1 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

よく知っている ある程度知っている

聞いたことはあるが、あまり知らない まったく知らない

無回答

4.5 35.1 43.4 13.8 3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

よく知っている ある程度知っている

聞いたことはあるが、あまり知らない まったく知らない

無回答

（７）認知症 
・認知症を知っている人の割合は、79.9％となっており、認知症の原因になる病気には

予防できるものがあることを知っている人の割合は、39.6％となっています。 

・認知症について不安を持ったときの相談先は、「家族又は親族」が最も高く、続いて「医

療機関」、「役場の窓口」、「地域包括支援センター（おとしより相談センター）」が上位

となっています。 

・認知症の予防についての考えは、「自宅でもできる簡単な予防活動があれば取り組みた

い」が最も高く、続いて「認知症を早期に発見できるテスト等があれば受けてみたい」、

「近くの公民館等で予防活動を行っていれば参加したい」が上位となっています。 

[図] 認知症の認知度 

 

 

 

 

 

[図] 認知症の原因になる病気には予防できるものがあることを知っているか 

 

 

 

 

 

[図] 認知症について不安を持ったときの相談先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.9 

45.3 

20.9 

19.3 

15.3 

13.6 

10.1 

9.4 

4.2 

0.7 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族又は親族

医療機関

役場の窓口

地域包括支援センター（おとしより相談センター）

介護事業所・ケアマネジャー

知人・友人

社会福祉協議会

民生委員

わからない

その他

無回答

n=1,051
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20.5 

15.0 

11.5 

10.7 

8.8 

6.0 

4.5 

1.7 

40.3 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

庭木などの剪定

配食サービス

移動販売サービス

宅配サービス

家事援助

外出支援

安否確認システム

その他

特にない

無回答

n=1,051

[図] 認知症の予防についての考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）介護保険・地域での生活 
・今後利用したい生活支援サービスについて、「庭木などの剪定」が最も高く、続いて「配

食サービス」、「移動販売サービス」、「宅配サービス」が上位となっています。 

・住み慣れた場所で暮らし続けることができる地域をつくるためにできることについて、

「近隣の人とあいさつをしあう」が最も高く、続いて「近隣の人と集まり、交流をする」、

「見守りの必要性を理解して、声かけをする」、「近隣の人が困ったときに相談にのる」

が上位となっています。 

・熊野町に住み続けたい割合は 67.4％となっており、住みたくない理由としては、「道路、

交通の便が悪いから」が最も高く、続いて「買い物などの日常生活が不便だから」、「福

祉や医療が不十分だから」が上位となっています。 

[図] 今後利用したい生活支援サービス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

72.3 

39.8 

20.2 

1.7 

1.3 

9.1 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅でもできる簡単な予防活動があれば

取り組みたい

認知症を早期に発見できるテスト等があれば

受けてみたい

近くの公民館等で予防活動を行っていれば

参加したい

すでに認知症予防教室等の予防活動に

参加している

その他

予防活動等に取り組む必要を感じない

無回答

n=1,051
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84.6 

61.5 

36.9 

21.5 

16.9 

15.4 

12.3 

10.8 

7.7 

1.5 

13.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路、交通の便が悪いから

買い物などの日常生活が不便だから

福祉や医療が不十分だから

娯楽の場が少ないから

下水道などの生活環境整備が不十分だから

働く場がない（少ない）から

通勤、通学に不便だから

近所づきあいがうまくいかないから

子どもの教育のことが心配だから

借家だから

その他

無回答

n=65

78.5 

35.8 

30.2 

28.5 

12.5 

0.8 

6.3 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

近隣の人とあいさつをしあう

近隣の人と集まり、交流をする

見守りの必要性を理解して、声かけをする

近隣の人が困ったときに相談にのる

ボランティア活動に参加する

その他

できることはない

無回答

n=1,051

[図] 住み慣れた場所で暮らし続けることができる地域をつくるためにできること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[図] 熊野町に住み続けたいか 

 
 
 
 
 

[図] 住みたくない理由（住みたくないと思う人のうち） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

67.4 11.3 10.5 5.3 
0.9 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,051)

住み続けたい 当分は住みたい どちらともいえない

どちらかといえば住みたくない 住みたくない 無回答




